
【背景】

電子カルテにはMicrosoft WordやExcelといったオフィスソフトの文書ファイルが添付されていることがしばしばあり、診療

記録の一部として広く活用されている。これらの文書は、ITに詳しくない職員でも文書の設計・入力・印刷などが容易にで

きるために多用されている。しかし独立した文書ファイルであること、電子カルテシステム内に添付ファイルとして存在する

ことから、その内容を患者横断的に利活用する手間が大きかった。

【目的】

ExcelやWordなどの文書ファイルは、同じMicrosoft社の情報共有・文書管理システムであるSharePoint Serverにアップ

ロードすることで、文書内にあらかじめ設定した項目をデータとして抽出することができる。当院では従来から院内ポータ

ルシステムとしてSharePoint 2013を導入しており、この機能を利用して当法人の介護部門を中心に用いられている「共通

アセスメントシート」というExcelファイルをカルテから取り出して集積することで、さまざまな患者集団のデータを抽出・集計

することを試みた。

【方法】

既存のExcelファイルである「共通アセスメントシート」を格納するための「サイト」、「コンテンツタイプ」、「ドキュメントライブラ

リ」というファイル保管場所を設定し、集計したい「列」を定義する。

次に、ドキュメントライブラリ内にこの「コンテンツタイプ」を用いるExcelやWordファイルを作成し、ファイル内のセルや

フィールドに名前をつけ、プロパティ画面で名前とドキュメントライブラリの「列」とをリンクさせる。

こうすることで、ドキュメントライブラリに

保存したWord、Excelファイル内のフィー

ルドやセル内容をサイト列に格納できる。

【結果】

このようにSharePointサーバーと連携したExcelファイル

を作成した。電子カルテ側で文書を保存する際に、自

動的にSharePointの該当項目に複製アップロードする

機能を追加した結果、今後Excelファイルが作成される

患者については、SharePointを通じて入力データの集

計利用が可能になった。

上記のSharePoint上ドキュメントライブラリの列データは

Excelにエキスポートすることで、集計等が容易にできる。

【考察】

従来、汎用Officeソフトの文書内データを

集計することは容易ではなかった。この

SharePointを用いる方法は、設定がやや

煩雑であるものの、一般的なパソコンで

よく用いられるソフトのみで実現可能で

ある。SharePointはクラウドコンピューティング版であれば利用者1名あたり月額数百円から導入できるが、クラウド版を使う

ためには、電子カルテとインターネット環境のデータ交換が障壁となる施設があるかもしれない。

【まとめ】

電子カルテベンダーに囚われない汎用的な仕組みを用いることで、電子カルテ本体の改造を最小限にして、データ入力

の自由度の向上や集積データの容易な後利用が可能になる。

【参考】

「SharePoint2013ライブラリ列とOfficeファイル連携-Excel設定方法」 クリエ・イルミネート社ブログ
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